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Ｉ
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順

信

回
複
雑
た
市
電
の
系
読
番
号

東
京
市
電
や
部
員
の
こ
と
は
、
ゃ
や
専
円
的
す
ざ
て

複
雑
な
さ
ら
い
か
ら
る
が
　
今
●
―
ち
に
整
理
し
て
，

か
な
い
，
」
撃
ら
な
く
な
る
の
で
、
暫
ら
く
ｒ
付
き
合

い

れ
が

い
た
い
。
蓬
栞
町
電
車
停
冒
場
が
誕
生
し
た
大
正

ル
年
か
ら
　
大
正
■

一
■
の
平
和
厚
覧
会
が
開
か
れ
る

ま
で
は
、
巣
鴨
車
童
●
番
号
６
番
と
い
う
菱
形
の
板
を

電
車
●
側
面
に
と
り

つ
け
て
言
車
が
走

つ
て
い
た
。

■
第
６
系
統
　
駒
込
嬌
発
～
須
田
町
～
小
川
町
～
三
日
間

こ
の
電
車
の
経
路
は
　
関
東
大
震
災
以
前
の
も
の
だ

か
ら
　
詢
込
格
●
ら
告
祥
〓
前
　
本
郷
着
町
　
蓬
終
町

大
学
工
門
前
、
本
椰
〓
丁
目
を
追
ぎ
て
　
松
，
町

（
外

神
田
二
ｒ
自

）
か
ら
は
、
昌
平
橋
‘
渡

つ
て
須
コ
町
、

小
川
町
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
現
在
の
須
日
町
の
交
差
点

の
つ
も
り
で
い
る
と
，
く
見
当
か
つ
か
な
い
。
神
田
明

神
の
大
鳥
居
の
前
の
明
神
坂
を
■
，
た
ら
す
ぐ
左

へ
由

っ
て
（
ャ
マ
ィ
フ
電
気

の
あ
る
旅
籠
町

へ
行
く
道

）
ま

た
、
す
ぐ
四
辻
を
右
（
南

）
に
曲
か

っ
て
昌
平
摘
を
越

え
る
道
を
通

っ
て
い
た
。

（
こ
の
道
に
つ
い
こ
の
間
ま

で
都
電
の
代
替
バ
ス
５
１
９
系
統
が
通

っ
て
い
た
）
そ

し
て
昌
平
橋
を
越
え
た
ら
現
在
の
消
防
者
と
高
架
鉄
道

の
赤
煉
瓦
の
壁
と
の
間
の
交
通
時
物
結

へ
の
道
を
電
車

が
進
み
　
交
通
博
物
館
前
の
四
土
を
今
度
は
右
折
し
て

ま
つ
や
と
い
う
生
そ
ば
屋
の
前
の
狭
い
道
を
通

っ
て
小

川
町
に
出
て
、
左
折
し
て
神
日
橋
　
大
手
町
、　
日
比
谷

三
口
べ
と
往
復
し
て
い
た
。

関
東
大
震
災
前
の
須
国
町
と
い
え
ば
　
広
瀬
中
●
と

杉
野
兵
曹
長
つ
と
て
つ
も
な
く
て
っ
か
い
銅
像
が
建

一

て
い
た
、
万
世
僑

ス
テ
ー
ン

・
ン
前
の
四
辻
で
あ

っ
た
。

『
東
京
地
理
教
育
　
電
車
唱
歌

』
の
中
に

「
乗
り
換
え

し
げ
さ
須
コ
町
や
、
昌
平
橋
を
渡
り
ゅ
く

」
と
い
う
く

た
り
が
あ
る
。

い
ま
交
通
博
物
結
と
な

っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
戦
時
中
昭
和
十
八
年
ま
で
万
世
橋
駅
が
あ

っ
て

四
辻
の
角
に
黒
々
と
し
た
広
瀬
中
佐
の
飼
像
が
建

っ
て

い
た
、
ら
の
銅
像
は
終
戦
直
後
ど
こ
か

ヽ
片
付
け
ら
れ

て
行
方
不
明
に
な

っ
て
い
る
。
■
の
狭
い
十
字
路
が
有

名
な
須
田
町
の
交
差
点
で
五
方
面
か
ら
電
車
が
集

っ
て

は
散

っ
て
行

っ
た
。
今
そ
こ
に
立

っ
て
ヽ
そ
の
情
景
が

ど
う
し
て
も
信
し
ら
れ
な
い
，
で
は
あ
る
が
　
確
か
に

場
所
は
正
し
い
の
だ
。

こ
の
車
庫
単
立
の
番
号
が
　
大
二
十

一
年
に
は
、
複

雑
な
行
さ
先
き
に
よ

っ
て
そ
れ
そ
れ
区
別
さ
れ
た
二
桁

の
番
号
に
な

っ
た
。
東
京
兄
物
に
来
た
人
た
ち
の
た
め

に
そ
う
し
た
筈
の
も
の
で
な

っ
た
。

蓬
末
町
電
停
に
や
っ
て
来
て
い
た
の
は
　
左
の
三
系

統
が
や

っ
て
来
て
い
た
．

■
第
１
８
２
系
銃
　
駒
込
橋
～
口
比
谷
間

■
第
１
８
３
系
統
　
肴
町
～
本
●
町
ヽ
新
橋
訳
間

■
第
１
８
４
系
統
　
駒
込
橋
ヽ
東
京
市
役
所
前
間

こ
の
系
統
番
号
と
経
由
地
は
、
大
き
な
菫
長
●
板
に

記
さ
れ
て
、
や
は
，
サ
ボ

（
サ
イ
ド
　
ボ

ー
ド

）
と
い

う
民
に
、
電
車
の
積
に
と
り
付
け
ら
れ
た
。

右
の
第
１
８
２
系
統
は
前
述
の
第
６
系
統
”
代
と
全

く
同
じ

コ
ー
ス
で
多
る
。
第
１
８
３
系
統
は
、
須
コ
町

以
南
は
、　
つ
い
こ
の
間
ま
で
と
同
じ
く
神
日
　
日
本
橋

を
通

っ
て
銀
座
　
新
橋

ヽ
と
中
央
通
り
を
往
震
し
て
い

た
。
そ
し
て
第
１
８
４
系
統
は
　
駒
込
橋
　
蓬
栞
町

不
郷
二
丁
日
、
須
田
町
か
ら
本
石
町

（
宝
町
■
丁
曰

）

を
右
折
し
て
新
常
盤
摘
か
ら
東
京
駅
前
を
通

っ
て
　
東

京
市
役
所
前
ま
で
往
復
し
て
い
た
。
東
京
平
和
博
覧
会

に
来
た
地
方
の
見
物
人
に
わ
か
り
易
い
様
に
と
二
桁
●

番
号
を
配
し
た
の
だ
ろ
う
が
、

こ
れ
は
余
，
に
ヽ
複
雑

な
机
Ｌ
論
か
ら
出
た
も
つ
て
　
東
京
の
人
詢
て
ヽ
難
解

だ

。
た
と
い
う
。

大
二
十
二
年
九
月

一
日
に
、
関
東
大
震
災
が
起
こ

っ

た
の
で
、
こ
の
二
桁
●
系
統
番
号
に
自
然
消
滅
と
な

っ

た
。
関
東
大
賃
災
は
Ｔ
町
を
中
心
に
車
庫
や
電
車
に
大

被
書
を
与
え
た
。
全
車
両

一
九
●

五
両
●
四

一
％
に
あ

た
る
八
入
九
両
が
仄
嵯
と
帰
し
た
。
東
一ふ
市
内
つ
′
電

所
が
大
被
害
を
受
け
て
市
電
は

米
米
米
米
米
来
来
米
来
来

来

町

だ

よ

り

米
＊
業
米
莱
米
米
来
米
来

-
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九
月
六
日
に
な

っ
て
根
津
を
通
る
神
明
町
車
童
～
■

野
三
橋

（
上
野
公
同

）
間
に
　
東
京
全
市
の
成
切
り
と

し
て
電
車
運
転
が
再
開
さ
れ
た
。
翌
大
正
十
三
年
六
月

十
二
日
に
全
部
の
復
隋
が
な
さ
れ
る
ま
で
多
く
の
貴
月

と
日
数
を
要
し
た
、
九
月
十
六
日
ま
で
は
擢
災
者
や
見

舞
客
の
た
め
に
　
乗
車
賃
は
無
料
だ

っ
た
か
ら
　
用
の

な
い
者
す
て
，
電
車
に
，
し
か
け
て
満
員
と
な
つ
、
カ

の
弱
い
婦
女
子
は
市
電
に
乗
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

Ｓ
急
行
電
車
は
蓬
栞
町
竜
停
を
通
過

と
こ
ろ
が
震
災
の
年
十
二
年
十
二
”

二
十
日
が
ら

急
行
電
車
の
運
転
が
う
わ
れ
た
。
震
災
後
の
電
車
台
数

の
不
足
と
、
電
力
節
約
と
い
う
こ
と
で
、　
一
日
の
利
用

客
四
千
人
以
下
の
，
留
り
　
停
留
場
間
隔
六
百
間
以
内

と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
全
三
百
二
十
二
停
留
場
中
の

●
四
十
二
待
留
場
が
　
朝
と
夕
方
の
通
勤
時
に
急
●
つ

と
ま
ら
な
い
●
営
場
と
な

っ
た
。

ゎ
が
蓬
栞
町
停
留
場
は
北
の
卜
隣
り
に
本
郷
肴
町
と

い
う
人
き
な
停
留
■
が
あ
る
の
で
　
代
金
な
か
ら
急
行

の
停
ま
ら
な
い
停
留
り
と
な

っ
た
。

こ
の
急
行
電
車
は
、

普
通
電
車
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
季
節
に
よ

っ
て
午
後

六
ヽ
半

（
六
時
、
ｔ
時

）
～
午
前
■
時
半

（
九
時
～
十

時

）
と
午
後
〓
時
半

（
四
時
、
三
ヽ

）
～
午
後
七
時
半

（
八
時
　
ｔ
時

）
の
間
は
、
百
四
十
二
の
，
質
場
に
は
、

掲
示
板
を
掲
げ
て

一
切
つ
電
車
に
停
ま
ら
，
　
電
車
の

栞
降
口
上
部

ヽ
赤
文
字
で

「
急
行
」
と
書

い
た
れ
を
掲

け
て
た

っ
て
行

っ
た
。
し
か
し
、　
す
上
の
や
る
こ
の
や

り
方
に
は
不
平
不
満
が
恰
び
せ
ら
れ
た
。
誰
し
ヽ
遊
び

に
行
く
の
で
は
な
く
、
ラ
ッ
ン

，
時
に
は
通
勤
通
学
の

た
め
市
電
を
乗
る
わ
け
だ
し
　
急
行
電
車
は
別
に
急
行

料
金
を
支
払

っ
た
栞
客
が
乗

っ
て
い
る
わ
け
で
ヽ
な
い

し
、
結
局
市
電

へ
茉
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
数
が
、

隣
ン
の
電
停
ま
で
歩
か
さ
れ
て
乗
車
す
る
わ
け
だ
か
ら

肴
町
と
か
迫
分
町
で
の
栞
降
人
数
が
増
加
す
る
わ
け
だ

か
ら
大
し
た
効
果
に
発
せ
ら
れ
ず
、
大
二
十
五
年
四
月

二
十
日
を
最
後
と
し
て
急
行
電
車
は
廃
上
と
な

っ
た
。

駒
込
橋
か
ら
東
京
市
役
所
前
間
で
、
急
行
運
転
で
筐
が

■
分
の
短
縮
と
な

っ
た
と
い
０
か
ら
、
よ
く
も
二
年
と

四
か
月
も
の
間
バ
カ
グ
た
こ
と
を
や
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
思
い
実
抵
‘
）が
、
後
で
述
べ
る
が
、

再
び
第
二
人
大
戦
中
に
持
ち
上
が
′
て
来
る
う
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
関
東
大
震
災
後
か
ら
数
年
間
は
　
市
電
に
系
統

番
号
が
掲
出
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
空
自
の
時
ヽ
と
な

っ

て
い
た
。
昭
和
三
年
四
月
か
ら
始
ま

。
た
、
今
上
天
皇

の
御
人
■
記
念
の
大
博
覧
会
に
合
わ
せ
て
、
始
め
て
、

電
車
●
正
面
に
系
統
番
号
が
掲
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

て
　
あ
の
優

し
い
菱
形
の
自
い
板
つ
中
に
数
字
が
、
″

先
九
に
記
入
さ
れ
る
時
ヽ
が
到
来
し
た
の
で
あ

っ
た
。

今
ま
で
何
度
も
述
べ
て
来
た
よ
う
に
　
博
覧
会
が
■

野
公
園
て
開
か
れ
る
度
行
に
　
市
内
電
車
の
上
に
何
等

か
の
変
化
が
生
し
て
来
た
こ
と
は
興
床
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
■
え
ば
大
正
三
年

の
大
■
大
博
覧
会
か
ら
始
め
て

市
電
の
憤
に
番
号
を
と
り

つ
け
て
か
ら
約
十
五
年
間
、

や
っ
と
電
車
の
正
面
に
系
統
番
号
が
取
り
つ
け
ら
れ
る

ま
で
ま
行
錯
誤
を
く
り
返
し
て
来
た
の
だ
か
ら
、
今
か

ら
考

え
る
と
、
た
め
な
，
上

で
あ
り
利
用
者

で
あ

っ
た

わ
け

で
あ
る
。

現
在

だ

っ
て
、

「
国
電
」
に
代
わ
る
名
前
か

「，
言
」

だ
な

ん
て
、
な
じ
０
な
い
名
前

が
突
如
と
Ｌ
て
出

て
ス

る
わ
け

で
、

日
本
人
は
ま
た
ま
た
、
た
め
な

ん
だ
な
■

と
思
わ
ざ

る
を
得
な
い
つ
て
あ
る
。

（
次
回
は
都
電
を

一
回
休

ん
で
　
駒
込
館

の
普

で
す

）

昭
和
６２
年
３
月
か
ら
６
月
中
旬
ま
で

４
月
７
日
　
昭
和
６．
年
度
、
綸
会
準
備
会
開
催

６
月
２７
日
　
昭
和
０
年
度
定
時
総
会
開
泄

当
町
会
の
総
会
を
開
催
し
、
昭
和
６．
年
●
の
事
業
報

告
及
び
決
算
報
告
　
昭
和
″
年
度
事
業
計
画
案
及
び

事
業
予
算
案
を
語
り
、
慎
重
な
る
審
議
を
経
て
承
認

い
た
し
ま
し
た
事
を
本
号
を
も

っ
て
，
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

な
お
　
昭
和
６．
年
，
決
算
報
告
及
び
昭
和
υ
年
度
亨

業
予
算
は
　
本
号
の
末
真
に
掲
載
し
て
ご
ざ
い
ま
す

の
で
　
ご
参
照
Ｔ
さ
い
。

５
月
６
日
　
本
郷
防
火
協
会
総
会
に
出
席

５
月
２
口
　
防
人
リ
ー
′
―
講
習
会
に
参
加
、
文
京
区



役
所
上
燿
　
一（
中
枝
庭

に
於

い
て

５
月
７
口
　
駒
＾
交
通
安
全
協
会
総
会
に
出
席

成
長
さ
れ
る
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
て
，
り
ま
す
。

お
名
前
は
次
の
と
，
シ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

荒
出
悠
士
様
　
須
藤
彰
広
様
、
山
口
雄
太
様

関
　
隆
司
様
　
久
貝
友

一
様
、
池
上
佳
名
子
様

西
出
倫
子
様
　
五
十
嵐
理
息
様
、
宇
名
良
美
様

恒

例

「
盆

〓

ど

０

」

の

お

知

ら

せ

来

る

八

月

二

十

二

日

（
日
Ｙ

一
十

四

日

（
月

ビ

一
十

五

曰

（
火

）
の

二
か

日

間

、

大

観

音

境

内

に

い

い

て

、

盛

，

沢

山

●

趣

向

を

凝

ら

し

て

賑

や

か

に

も

よ

お

し

た

い

と

思

案

中

で

す

。

夏

●

夜

の

ひ

と

と

き
、

皆

さ

ん

Ｉ

誘

い

合

わ

せ

の

う

え

　

ぜ

ひ

ご

参

加

下

さ

い
。

当
町
内
に
よ
住
ま
い
の
方
で

二
月
か
ら
六
月
に
ご
逝

去
さ
れ
た
方
々
の
ご
氏
名
は
左
記
の
と
，
，
で
ご
ざ

い
ま
す
。
護
ん
で
，
悔
や
み
中
し
上
げ
こ
冥
福
を
よ

祈
０
い
た
し
ま
す
。

今
掘
惣
四
郎
様
、
水
谷
た
み
様
、
藤
丼
ヾ
ツ
様

山
田
末
治
様

に
心
が
け
て
元
気
に
事
張
０
ま
し

ょ
う
。

一編
集
委
員

小
林
苦
古
　
■
中

一
馬
　
艦
熊
●
晃
　
高
お

一
郎

翁
　
松
大
、
池
田
　
暉

地
下
ま
ｔ
号
線
の
計
画
概
要
図
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
．

蓬
ネ
■
近
辺
を
図
面
か
ら
取
り
出
し
ま
す
と
生
の
通
り

で
す
。
　

０
東
大
前
駅

‐，
東
大
貰
学
部
前
●
近

０
本
駒
込
駅

‐‐
詢
本
小
学
●
前
付
近

３
月
８
日
　
婦
人
防
火
委
員
研
修
会
に
出
席

３
月
１８
日
　
ご
み
減
量
協
力
会
総
会
に
出
席

４
月
３
日
　
曰
赤
献
血
，
つ
町
内
来
場
に
伴
い
婦
人
部

が
手
伝
い
を
行
い
ま
し
た
。

６
月
４
日
　
廃
品
口
取
に
よ
る
売
”
積
み
立
て
金
　
自

赤
文
京
支
部

ヽ
〓
付

一
金
　
二
十
万
円

こ
の
金
０
は
　
自
ご
ろ
喘
人
部
が
行
な
っ
て
ま
り
ま

す
廃
品
回
収
事
業
つ
積
＾
立
て
金
で
こ
ざ
い
ま
す
。

昭
和
”
年
の
三
宅
島
災
吉
に
見
舞
金
を
出
し
て
以
来

今
日
ｔ
で
に
ヽ
‘
立
て
て
置
き
ま
し
た
０
円
が
二
十

万
円
に
達
し
ま
し
た
の
で
、
寄
付
を
さ
せ
て
載
さ
ま

し
た
。

こ
れ
は

一
重
に
町
内
の
皆
様
方
の
ご
厚
志
の
賜
物
と

感
謝
申
し
■
げ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
ヽ
宣
し
く
こ
協
力
を
卜
願
い
い
た
し
ま
す
。

３
月
∞
日
　
新
入
学
児
童
の
皆
さ
ん
べ
町
会
よ
り
さ
さ
や

か
す
が
ら
，
祝

゛
品
を
‘
贈
り
い
た
し
ま
し
た
。
本
年

度
小
学
校

へ
入
学
さ
れ
た
，
子
様
方
が
雄
々
Ｌ
く
ご

本
年
は
カ
ラ
梅
雨
の
た
め
、

か
っ
て
水
が
大
変
心
配
に
な

っ
こ
れ
か
ら

の
暑
さ
に
向

て
蓬
ま
し
た
が
　
節
水



昭和 62年 6月 27曰
収支決算上記●通り報告します。
上記●決算和違なさ事を証明 します。  会計監査 須 藤 コ回郎O
防災積立金¥942795JЦ 昭和 62年 6月 27日 現在高 )

昭和 62年 度 予   算   書
lll禾161年 4月 1曰 ～昭和 62年 3月 31曰

会 員 各 位

14)

昭 刑161年 度 決 算 報 告 書
昭和 61年 4月 1日 ～昭和 624■

「

31日

町会長 久貝貫―O 会 計 ,西 正 造0

殿

収 入 の 菩[ 文 L の 部

科  日 金 額 摘 要 科  目 金 額 摘 要

金

費

金

金

人

息

越
会
助
付
収
［

繰

町
補

寄

雑

銀

0

126 7750
167430
68,000

227680
224

区 よ

給 会 資
会 議 賀
総 務 費
渉 外 資
備 品 費
事 務 費
通信 交通
電 気 代
防火|1災部

防 犯 部
交 通 部
衛 生 部
文 化 部
婦 入 郡
青 年 部
慶 弔 費
消 耗 品 費

退 金

繰 越 金

150,650
59375
37o620
105,650
44000
72525
59460
62419
16900
53480
60030
0

135600
135,550
20●000
1800o
52780
130000
45

会場費及茶薬子代

役員会 場々費茶菓子代
部会及Fl眈 等に

関係団体等

維持費`購入費

防犯灯,維持費含む
防火訓1練賀他
防犯ヨ1練費他

交通安全運動貰

蓬栞町■■り,成人,新入学祝
敬老貴他
部  贅

防災積立金ヘ

防災
合  計 1,73a034 合  計 1733084

収 入 0 部 支 出 部の

科  目 金  額 1 摘  要 科  目 金   額 要摘

金

費

金

人

息

越

会

助

収

繰

町

補

雑

利

給 会 賢
会 議 費
総 務 部
渉 外 資
備 品 費
事 務 費
司 言″樋潰

電 気 `そ
防火防人部

防 犯 部
交 通 部
衛 生 部
文 化 部
婦 人 音「
訂 年 部
慶 弔 費
消耗 品賀
予 備 金

130,000
50000
20Q000
100000
60,000

80000
6o,00o

60000
5o000
50000
7●Oo0
10p00
170000
150000
20■ 000
30000
30000
245

会場費及茶真子代

役員会 場々費茶某子代

部会及研究等に

関係団体等

維持 購入費

防犯灯維持費含む

訓練貴他

夜警等・・
安全運動費他

蓬卿 jなり,ル ,ヽ新入学祝
故老費他

音
`  
贅

合  計 1,50Q245 合  言| 15 0245

町
昭和 62年 6月 27日

蓬 末 町 会


